
平成２２年度市民参加推進フォーラムの取組について（案）

１　新たな市民参加推進計画の策定に向けた提言の提出
　　平成１３年に策定し，平成１８年に中間見直しを行った「京都市市民参加推進計画」が，平成２２年度を計画の最終年度としていることから，平成２２年度中に新たな市民参加推進計画を策定する。

　　新たな計画の策定に当たり，平成２２年秋頃を目処に，市民参加を更に進めるためのアイデアを盛り込んだ提言書を，フォーラムから京都市に提出する。
２　会議の運営
（１）フォーラムの開催

　　　年４回開催する。

（２）部会の開催
　　ア　市政参加・情報提供部会

　　　　これまでに京都市が行ってきた市政参加や情報提供の取組を点検し，市民参加の広がりが図れるような施策展開の方向性を検討する。

　　イ　市民活動部会

これまで活動してきた地域団体やＮＰＯ法人などの活動事例を調査・研究し，また，市民活動へのきっかけづくりと京都市の支援策を検討する。
（３）自主勉強会

　　　委員の議論を補完し，委員間の情報共有を図るため，必要に応じて自主勉強会を開催する。
３　会議以外の取組　

　　フォーラムとして次の取組を行い，ここで得られた成果は，京都市に提出する提言に生かしていく。
（１）市民参加円卓会議の開催

京都市の市民参加の取組や地域のまちづくり活動に関する市民の率直な意見をお聞きするために，市民公募委員やまちづくり活動に携わる市民を中心とした市民にお集まりいただいて円卓会議を開催する。

　　　

（２）市民公募委員サロンの開催

本市の設置する各審議会等に在籍する市民公募委員の交流を深めるとともに，それぞれの審議会での経験についての意見交換をすることで，今後の審議会委員としての充実した活動につなげる。
（３）庁内事例発表会の開催

　　　市民参加に関する事例の共有を図ることにより，市職員の意欲向上を進めるために，各局区等で実施している市民参加に関する取組事例を発表する。意見交換の中で，市政参加の取組や地域のまちづくり活動に関する市職員の意見や悩みを引き出し，それを乗り越えるための方策を探る。
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